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一
七
世
紀
に
お
け
る
中
国
の
異
端

こ
こ
で
述
べ
る
「
異
端
」
は
、
中
国
語
《
ｙ
i
ｄ
ｕ
ａ
ｎ
》
の
一
七
世
紀
に
お
け

る
意
味
内
容
を
指
す
の
で
あ
っ
て
日
本
語
の
《
い
た
ん
》
で
は
な
い
。
現
代

日
本
語
の
《
い
た
ん
》
は
漢
字
は
同
じ
だ
が
そ
の
意
味
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
＝
キ

リ
ス
ト
教
の
ｈ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｏ
ｄ
ｏ
ｘ
ｙ
の
影
響
下
に
あ
る
。
即
ち
、
《
い
た
ん
》
は
（
一
）

ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
ｘ
ｙ
（
正
統
）
と
い
う
対
立
概
念
を
有
し
、
（
二
）
《
せ
い
と
う
》
と
同

一

教

義

・
信

条

を
も

つ

が
唯

、

解

釈

・
理

解

に

お

い

て

こ

れ

と
異

な

る

（
従

っ
て
h
e
ｔ
ｅ
ｒ
ｏ
ｄ
ｏ
ｘ
ｙ
は
決
し
て
h
e
ｒ
ｅ
ｓ
ｙ
（
異
教
）
で
は
な
い
）
、
以
上
の
定

義

を

西

洋

史

研

究

の

分

野

を

通

じ

て

受

け

い

れ

て

い

る

。
他

方

、
明

治
以

前

に

漢

字

に

伴

っ
て

普

及

し

た

と
思

わ

れ

る

「

異
教

」

の
意

味

も
入

っ

て

お

り

《
い
た
ん
》
の
概
念
は
混
乱
を
含
み
つ
つ
、
場
合
に
応
じ
て
意
味
の
使
い
分

け

が
な

さ
れ

て

い

る

。

・
中
国
に
お
け
る
《
ｙ
i
ｄ
ｕ
ａ
ｎ
）
）
は
、
古
代
儒
教
以
来
、
正
し
い
教
え
と
は
異

な
る
別
の
一
説
と
い
う
意
味
を
有
す
る
が
、
そ
の
正
し
い
教
え
が
何
か
は
、

岡
　
本
　
さ
え

対

立

概

念

と
し

て
明

示

さ

れ

な

い
こ

と

が
多

か

っ
た

。

ま

し
て

中

国

語

の

「
正
統
」
《
ｚ
ｈ
ｅ
ｎ
ｇ
ｔ
ｏ
ｎ
ｇ
）
）
は
天
下
を
一
統
す
る
こ
と
で
王
朝
の
継
承
関
係
を

指

す

か

ら

、
「
異

端

」

の
対

立

概

念

で

は

な

い

。
宋

代

儒

教

に

至

っ
て

、

聖

人

の

教

え

に

背

く
邪

説

と

い

う

定
義

が

成

立

し

た

が
、

聖

人

の

教

え

（
「
聖

教
」
「
正

教

」
「
正

学

」

と

い

う
）

と
同

一
教

義

と

は
限

ら

ず

、

む

し

ろ

第

一

義

と

し

て

は

儒

教
以

外

の

「
異

教

」
・
「
異

学

」
・
「
異

説

」

を

指

し

て

い

た

。

宋
学
の
経
書
重
視
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
陸
九
淵
（
象
山
、
一
一
三
九
―
九
二
）

が
「

わ

が
儒

に

も

お

の

ず

か

ら
異

端

あ

り

、

お

よ
そ

本

緒

に

従

わ

ず

、

外

に

求

め

ん

と

欲

す

は

み

な

異

端

な

り
」

と

儒
教

内

の

「
異

端

」

を

認

め

て

、

こ

こ
に
二
種
の
「
異
端
」
（
（
一
）
日
儒
教
以
外
の
教
え
　
（
二
）
儒
教
内
の
邪
説
）
が
成
立

し
、
こ
の
概
念
は
明
代
（
一
三
六
八
―
一
六
四
四
）
に
も
受
け
継
が
れ
た
。
但
し

何

を

聖

人

の
教

え

と

し

、

何

を

邪

説

と

す

る

か

は

、
次

第

に

複

雑

に

な

っ
て

い
く

。



中
国
思
想
史
に
お
い
て
「
異
端
」
は
時
代
の
枠
を
超
え
て
論
ぜ
ら
れ
る
問

題

で
あ
る

が
、
明
末
清
初
期
に
あ
た
る
一
七
世
紀

ほ
ど
「
異
端
」

に
つ
い
て

の
論
議

が
激
し
い
時
代

は
少
い
。
さ
ら
に
こ
の
時

代

の
「
異
端
」
「
聖
教
」

の
議
論

が
、
次
の
一
八
世
紀
に
は
ほ
と

ん
ど
皆
「
異
端
」

と
し
て
禁
止

さ
れ

一

九
世
紀
後
半
に
再
評
価

さ
れ
る
点
も
ユ

ニ
ー
ク
で

あ
る
。

こ
こ
で

は
ま
ず
一
七
世
紀
の
異
端
論
争

の
展
開

を
追

お

う
。
次

に
、「
異

端
」

が
な

ぜ
「
聖
教
」
「
正
学
」
を
お
び
や

か
す
に
至

っ
た
か
を
検
討

し

た

い
。
最
後
に
「
異
端
」
に
よ
っ
て
中
国
の
「
気
一
元
論
」

が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
か
を
探
っ
て
、
明
末
清
初
思
想
の
特
徴
を
観
察
す
る
手
が
か
り
と
し

た
い
。

一
、

異

端

論

争

一
七
世

紀
中
国
で
の
異
端
排
斥
は
、
ま
ず
儒
家

が
宋
学
以
来

の
第
一
義

に

よ
り

、
「
儒
教
以
外
の
諸
教
」

の
影
響
力

を
警

戒
す
る
こ
と
か
ら
始

ま

る
。

明
末
清
初
の
学
者
、
顧
炎
武
（
亭
林
、
一
六
一
三
―
八
二
）
・
王
夫
之
（
船
山
、

一
六
一
九
―
九
二
）
は
、
道
仏
二
教
を
、
己
れ
一
身
の
救
い
の
み
を
求
め
る

「
独

善
」
で
あ

る
と
考

え
、
こ

れ
ら
の
異

端
に
文
人
・
士
大
夫

が
惑
わ

さ
れ

ぬ
よ
う
呼

び
か
け
る
。
「
老
子

の
虚

、
釈
迦
の
空
、
荘
子
の
追
追
、
こ

れ

ら

は
み
な
自
己
の
欲
心
な
の
で
あ
る
。
」
（
王
夫
之
《
張
子
正
蒙
注
》
巻
四
）
「
南
方

の
士

大
夫

は
晩
年
仏
教

を
、
北
方

の
士
大

夫
は
道
教

を
学

び
た
が
る
者

が
多

い

。
そ
も
そ
も
一
生
仕
官

し
引
退

し
て
暇
を
得
た
な
ら

ば
徳
を
積
み
修
業

し

て
今
ま
で

の
欠

点
を
補

う

べ
き

で
あ
る
の
だ

が
、
知
識

が
充
分
で
な
い
と
異

端
に
流
れ
る
。
こ
れ
は
田
地
や
家
屋
敷
を
求
め
る
輩
と
や
る
事
は
違
っ
て
い

る
け
れ
ど
も
利
に
孜
孜
と
す
る
心
は
同
一
で
あ
る
。
」
｛
顧
炎
武
《
日
知
録
》
巻

一
三
）

異

教

の
中

に

は
明

末

に

入

華

し

た
天

主

教

も

含

ま

れ

る

。
「
近

頃

あ

ら

わ

れ

た

の
に

天

主

教

と

い

う

名

の

教

え

が

あ

る

。

其

の
説

は
西

洋

国

の
利

瑪
賓

（
Ｍ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｏ
　
Ｒ
ｉ
ｃ
ｃ
ｉ
一
五
五
二
―
一
六
一
○
）
が
人
を
幻
惑
し
た
言
説
か
ら
出
て

い

る
。

其

の
意

見

を

窺

う

と

お
お

よ

そ

中

国

の

正

教

の

仲
間

入

り

を

期

し

て

い

る
。

其

の
狂

惑

の
波

は

陽

。に

仏

教

を

滅

ぼ

そ

う

と

し

実

は

陰

に
儒

教

を

抑

え

る
。

利

瑪

賓

は
誠

を
昏

ま

せ
よ

う

と

し

、

愚

か

な

群

人

は
彼

の
肩

を

持

つ

。

其
の
禍
い
の
烈
し
さ
を
量
る
と
白
蓮
教
の
十
倍
に
も
な
る
。
」
（
徐
昌
治
編
《
聖

朝
破
邪
集
》
一
六
三
七
年
刊
、
巻
五
、
劈
邪
説
）
「
三
代
以
前
の
異
端
は
皆
真
か
ら

出

た

が
三

代

以

後

の
異

端

は

皆

偽

か

ら

出

て

い

る

。

真

か
ら

出

た

の
は

、

ど

れ

も
自

分

の
意

見

の
誤

り

に

固

執

し

て

人

を
誤

ま
ら

せ

る

が

、
偽

か
ら

出

た

の

は

、

さ

ら

に
、

前

人

の

は
し

き

れ
を

陰

に
竊

ん
で

陽

に

こ

れ

を
排

し
天

下

を

欺

く

の

で

あ

る

。

…

…

近
来

、
泰

西

の
天

主

教

な

る
も

の

は
道

・

仏
二

教
の
故
知
を
こ
じ
つ
け
て
ま
で
も
中
国
を
た
ぶ
ら
か
す
。
」
（
《
皇
朝
経
世
文
編
》

巻
六
九
、
天
主
教
論
）

こ

の

ほ

か

、

民

間

信

仰

の

「

淫

桐
」
、

文
学

で

も

あ

る

「
淫

祠

、
小

説

、

戯

曲

」

も

第

一
義

の

異

端

に

準

じ

る
も

の

と

さ

れ

た

。

い
ず

れ

の

場

合

も
指

弾

さ

れ

た

の
は

、

儒

家

の

涵

養

を

受

け

な

が

ら

「
本

業

を

お
ろ

そ

か

に

し

て

異

教

の
残

臠

を
宗

と

す

る
」

文

人

・

士

大

夫

た

ち

で

あ

る
。

支

配

層

と

し

て

の
心

得

を
欠

い

た
彼

等

へ
の

制

裁

と

し

て
当

局

側

が

投
獄

、
科

挙

受

験

失

格



を

警

告

す

る
、

或

い

は

異

端

取

締

り

の
任

務

に
不

熱

心

な
官

僚

を

降
格

、

減

級
に
擬
す
場
合
も
あ
っ
た
。
（
《
皇
明
経
世
実
用
編
》
巻
二
八
、
正
学
疏
、
《
欽
定
大

清
会
典
事
例
》
巻
一
三
二
、
吏
部
、
処
分
例
）

対

す

る

に
異

端

の

徒

と

呼

ば

れ

た
人

々

は
い

っ
こ

う

に

ひ

る

む
様

子

が

な

い

。
「
儒

教

と

仏

教

と

は

傷

つ

け
あ

う

も
の

で

は
な

く

て

た
す

け

あ

う

も

の

で

あ

る

。

…

…
国

法

の

力

が
と

ど
き

か

ね

る
点

を
、

ひ
そ

か

に

お

ぎ

な

っ

て

い

る

の

は

、

仏

教

で

あ

る

。

…

…

仏

法

の

力

が
と

ど
き

か

ね

る
点

を

、

あ

ら

わ

に

お

ぎ

な

っ

て

い

る

の
’は

、

儒

教

で

あ

る

。」
〔
荒
木
見
悟
氏
訳
文

に
よ
る
〕

（
株
宏
《
竹
窓
随
筆
》
、
儒
仏
交
非
）
「
程
■
（
明
道
、
一
〇
三
二
―
八
五
）
は
、
其
の

心

を
尽

す

と

は
其

の
性

を
知

る

な

り

、

と

言

っ
た

。

仏

教

の

『

識

心

見

性

』

は

こ

れ

を
謂

う

の

で
あ

る

。
『

存

心

養

性
』

の

ご

と

き

は

『

無

』

に

ほ

か

な

ら

な
い

。

…

…

〔
儒

家

は

、

仏

家

と
自

然

に

合

致

す

る

〕

こ

の

理

を
知

ら

ぬ

わ

け
で

は

な
い

。

し

か

る

に

必

ず

分

け

へ

だ

て

を

し

て

異

を

と

な

え

る

の

は

大

へ

ん

な

も
の

だ

。
皆

異

端

の

名

を
や

み

く

も

に

作

ろ

う

と

し

て

そ

の
名

を

見
失
っ
て
い
る
の
だ
。
」
（
焦
拡
《
■
園
論
学
語
》
、
答
友
人
間
釈
氏
）

「

た
い

て
い

の
聖

賢

の

経

史

は

、

そ

の

精

義

が

お
の

ず

か
ら

天

学

（
天

主

教
）
と
合
致
す
る
。
後
儒
の
解
釈
は
か
え
っ
て
渾
淆
が
多
い
。
」
（
朱
宗
元
《
■

世
略
説
》
）

「
清

真

教

一

教

の
み

が

、

そ

の

説

く

と

こ

ろ

天

に

も

と

づ

き

、

理

は

一

を

宗

と

し

、

吾

儒

と

大

か

た
相

表

裏

す

る

。

…

…
更

に
吾

儒

の
足

ら

ぬ
所

を
広

め
…
…
道
仏
二
家
と
は
断
絶
す
る
。
」
（
真
回
老
人
、
《
正
教
真
》
何
漢
敬
一
六
五

七

年
叙
）

各

陣

営

は
い

ち

お

う

儒
教

と
の

協

力

・

並

存

を
提

言

し
国

学

と

の
対

決

を

避

け

る

も

の

の

、
宋

学

以

来

一
七

世

紀

に

至

る

朱

子
学

「
後

儒
」
は
「
先

儒

」

を
歪
め
る
異
端
で
あ
る
と
決
め
つ
け
―
―
従
っ
て
同
世
代
の
儒
家
は
み
な
異

端
の
徒
と
な
る
可
能
性
を
示
唆
―
―
逆
に
自
分
の
信
ず
る
教
え
こ
そ
が
「
聖

教

」
「
正

学

」

で

あ

る

と
胸

を
張

る
。
「
中
国

に
智

者

が
有

る
如

く

、
西

土

に

は
釈

迦

が
あ

る

。
」
「
拘

儒

小

士

は
常

々
見

聞

す

る
所

に

依

っ

て
天

地

の
未

だ

曽

つ
て

見

聞

せ

ぬ

も

の
を

明

ら

か

に

し

よ

う

と

、
定

法

で
も

っ

て
己

れ

を
縛

る
の
で
あ
る
。
」
（
袁
宏
道
《
袁
中
郎
先
生
全
集
》
巻
一
五
、
一
六
）

「

思

う

に

教

え

は
〔
人

の
本

来

の

〕
性

を
育

成

す

る
事

を
特

に
根

本

に
置

く

、

こ

れ

以

外

に

な

い

。

こ

こ

か

ら

造

性

の

主

（
天

主

）

で

な
け

れ

ば
性

を

正

す

教

え

を

設

け

る

能

力

が
な

い

と

わ

か

る

の
で

あ

る
。

古

代

か

ら

、

聖

賢

が
性

を

言

う

場

合

に

は

み

な

天

命

に

基

い

て

い

た

。

…
…

邪

風

が
起

り

、

異

端

が

熾

ん

に

な

り

千

蹊
万

径
を

作

っ
て

〔
聖

賢

の
〕

正

し

い

伝

え

を
乱

す

の

は

、

後
儒
が
浅
陋
な
た
め
で
あ
る
。
」
（
段
■
・
韓
霖
《
弁
教
論
》
人
性
）
「
ど
う
し
て

〔
天

主

の

教

え

を

〕

聖

と

謂

う
か

。

…

…

そ

の
教

誡

す

る
所

は
す

べ
て

善

を

為

し

悪

を

去

る
事

ば

か
り

で

あ

り

、

多

く

の

聖
人

が
現

わ

れ

た

。

だ

か
ら

こ

れ

を

聖

と

謂

う

。

そ

も
そ

も

異

端

邪

教

と

は

お

お
い

に
違

う
事

を
言

う

の

で

あ
る
。
」
（
何
大
化
＝
G
o
u
ｖ
ｅ
ａ
《
天
主
聖
教
蒙
引
》
一
六
五
五
年
■
国
器
序
）
「
生
死

の

一

事

に

つ

い

て

俗

儒

は

考

え

て

い

る

が
論

じ

な

い

。
〔
道

仏

〕

二

氏

は

論

じ

る

が

確

か

で

な

い

。

考

え

を

抱

い

て

い
て

も

論

じ

な

け

れ

ば
理

は

何

に

由

っ

て
明

ら

か

に

な

ろ

う

。

論

じ

て

も
不

確

か
な

ら

ま
す

ま
す

迷

い

を

は

び

こ

ら
せ
る
。
」
（
《
■
世
略
説
》
学
以
明
確
生
死
為
要
）



「
〔
儒
者
は
〕
造
化
の
本
源
、
生
死

の
要

諦
に
つ
い
て
は
一
切

言
わ
な
い
。

い

っ
た
い
人

と
生
れ
た
か
ら
に

は
そ

の

理

と
し
て

、
始

め
と
中

と
卒
り

が

あ
る
。
儒
者

は
た
だ
、
中
の
み

を
言

っ
て
始
め
と
卒
り
を
言

わ
ぬ
か
ら
、
天

下
の
深
く
観
る
人
士
は
疑
い
を
免
れ
ぬ
。
」
（
《
正
教
真
詮
》
一
六
四
二
年
梁
以
濬

叙
）異
教
に
理
解

を
示
す
士
大
夫

た
ち
か
ら
こ

の

よ

う

に
「
拘
儒
」
「
後
儒
」

「
俗

儒
」

と
切
り
返

さ
れ
て

儒
家

の
矛
先

が

鈍

る

中

で
、
前
記
の
王
夫
之

（
船
山
）
、
呂
留
良
（
用
晦
、
晩
邨
、
晩
村
、
一
六
二
九
―
八
三
）
等
の
儒
学
思
想

家

は
、
宋
学
以
来
異
端

の
第
二
義

に
挙
げ
ら
れ
て
き
た
「
儒
教
内
の
邪
説
」

こ
そ
最
も
恐

る
べ
き
異
端
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
こ
の
儒
内
の
異
端
と

は
、

王
守
仁
（
陽
明
、
一
四
七
二
―
一
五
二
八
）
が
創
始
し
、
そ
の
後
継
者
た
ち
が
自

由

に
分
派

を
作
り
思
想
界

へ
の
影

響
を
強

め
て
き
た
陽
明
学
で
あ

っ
た
。

と

り

わ
け
其

の
「
無
善
無
悪
派
」

に
対

し
て

王
夫
之

た

ち

は
、
無
善
無
悪

と

は
「
即
身

是
菩
提
樹
」

の
転
語
に
す
ぎ
ず
、
致
知
格
物

の
過
程

を
無
視
し

て

一
瞬
の
悟
り
を
求
め
、
善

悪
の
区

別
を
棄

て
る
「
狂
禅
」

の
徒

と
い
う
厳

し

い
批
判
を
与
え
る
。
「
姚
江

の
学

が
出

る
に
お
よ
ん
で
、
最

も
恣
い

ま
ま
に
、

聖
人
の
言

か
ら

〔
自
説
に
〕
似

た
も
の
を
拈

み
と
り

、
一
字
一
句

を
摘

り
だ

し
て

〔
自
説
の
〕
要
妙

と
し
、
そ

の
禅
宗

に
竄
入

さ
せ
た
。
無

遠
慮
の
極
み

も

は
な

は
だ
し
い
。
」（
王
夫
之
《
俟
解
》
）
「
良
知

の
学
は
、
異

端
の
術
を
た
の

み
に
し
て
民
意

の
欲
す

る
所

を
窺

い
、
流
派
が
興

っ
て
か
の

〔
解
釈
・
訓
詁

に
囚

わ
れ
た
儒
家

の
〕
藩
籬

を
押
し
こ
わ
す
。
聡
明
な
向
学
の
士
は
、
か

の

〔
良
知

の
学

の
〕
立
説

の
高
き

を
喜
び
、
か
の

〔
儒
家
の
〕
旧

説
の
浅
薄

な

の
を
悔

い
て

、
皆
い

っ
せ
い
に
こ
れ
に
帰

依

す

る
。
隆
慶
（
一
五
六
七
―
七

二
）
万
暦
（
一
五
七
三
―
一
六
一
九
）
以
後

、
遂
に
朱
注
の
学
問
に
背
を
向
け
る

の
が
当
然
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
に
な
っ
た
。
」
（
呂
留
良
《
呂
用
晦
文
集
》
巻
五
）

第

一
義

の
異
端
（
異
教
）

が
士
大
夫

層
に
拡

が
る
の
は
、
第
二
義
の
異
端

（
陽
明

心
学
）

が
前
者

に
接

近
し
、
し
か
も
前
者
を
支
え
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
が
王
夫
之

た
ち
の
指
弾
を
い
っ
そ
う
儒
際

に
止
ま

る
陽
明
学
に
向

け
さ
せ
た
理
由

で
あ
る
。

し
か
し
王

夫
之

た
ち
の
批
判

の
弱

点
は
、
遂

に
創
始
者
陽
明
そ
の
人
の
思

想
を
正
面

か
ら
批
判

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
陽
明
学
者
王

畿
（
龍
渓
、
一
四
九
八
―
一
五
八
二
）
等
の
謂

う
「
良
知
」

は
真

の
良
知
で

は
な

い
と
断
言
し
た
が
、
陽
明
の
良
知
を
論
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
「
無

善
無
悪
」
に
つ
い
て
も
王
畿
・
王
艮
（
心
斎
、
一
四
七
三
―
一
五
四
一
）
等
が
慧

能
（
六
三
八
―
八
九
）
・
神
秀
（
―
七
〇
六
）
を
模
倣
し
た
の
で
あ
り
、
陽
明
自

身
は
善
悪
の
分
別
を
行

っ
て
い
た

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
僅

か
に
朱
子
学

者
呂
留
良

が
、
陽
明

の
朱
子

批
判

は
誤
り
と
述

べ
て
い
る
程
度
で
あ
っ
た
。

一
七
世
紀
に
お
け

る
儒
家

の
異
端
批
判

が
遂
に
迫
力
を
欠

い

た

の

は
、

「
良
知
之
学
」
を
異
端
百
出

の
基

盤
と
目

し
な
が
ら
、
そ
の
良
知
の
根
本
概

念

に
溯

っ
て
批
判

し
得

な
か

っ
た
点

に
、
一
つ
の
要
因

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
実
際
、
陽
明
自
身

に
在

っ
て
さ
え
矛
盾

を
含

ん
だ
良
知
概
念
は
後
継
者

を
経

て
広
汎

な
読
書

人
に
よ

っ
て
自
由
な
解

釈
を
付
与
さ
れ
発
展
を
遂
げ
て

い

た
の
で

あ
る
か
ら
、
無

善
無
悪
派
の
数
人
を
攻
撃

し
て
も
陽
明
学

へ
の
打

撃

と
は
な
ら
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。



他
方
、
清
朝
の
支
配
と
共
に
、
異
端
排
斥
の
重
点

が
反
満

思
想

の
摘
発

へ

と
移
り
、
こ
れ
ま
で
異
端
攻
撃
の
先
頭
に
い
た
儒
学
者
（
王
夫
之
、
顧
炎
武
、

呂
留
良
）
た
ち
は
彼
ら
の
民
族
主
義
の
ゆ
え
に
逆
に
当
局

か

ら

異
端
者

と
し

て
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
こ
の
政
治
的
変

化
に
よ

る
異
端
内
容

の
変
質

も

見

逃
せ
な
い
要
因

で
あ
る

が
、
こ
の
点
は
別

に
検
討
の
機
会

を
得

た
い
。

以
上

、
儒

家
の
異

端
批
判

を
概

観
し
た
が
、
私
た
ち
は
、
儒
教
の
軸
を
離

れ
た
思

想
空
間

に
も
活

発
な
異
端
論
争
が
あ

っ
た
こ

と
を
忘

れ
て
は
な
ら

な

い
。

と
く
に

一
六
世

紀
末
か
ら
入
華

し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
影
響
を
受
け

た

士
大
夫
た
ち
は
、
道
仏
二
教
を
、
尊
天
を
知
ら
ぬ
「
異
端
淫
■
」
と
呼
び
、

天

主
の
全
在
か
ら
「
空
」
「
無
」

を
批
判
し
、
「
釈

迦
は
天
主

教
の
天

堂
地
獄

説
の
教
義
を
利
用
し
て
自
分
た
ち
の
私
意
邪
道
を
伝
え
た
。
」
〔
後
藤
基
巳
氏
訳

文
に
よ
る
〕
（
利
瑪
竇
《
天
主
実
義
》
第
三
篇
）

と
仏
教

へ
の
敵
意

を
示

す
。
一
方
、

仏
家

は
「
心
外

」
に
天

主
を
置
き
、
「
自
己
の
本
分

に
循
わ
ず
外

に

向

っ
て

馳

せ
求
め
る
」

の
は
「
外
道
」

で
あ
る
、
「
実
相
常
住
之
法

」
を
知

ら

ず
、

た
だ
朱

子
が
虚
無
寂
滅
の
教
え

を
異
端

と
呼

ん
だ
（
《
大
学
》
序
）
の

に

便
乗

す

る
の
は
仏
に
対

す
る
誹
謗
で
あ
る
、
ま
た
、
魂
に
ラ

ン
ク
を
つ
け
て
霊
魂

を
も

た
ぬ
禽
獣

を
裂
く
天

主
教
こ
そ
、
「
邪
見
」
に
陥

い
っ
て

い

る
、
と
反

発
す

る
。（
費
隠
通
容
《
原
道
闢
邪
説
‘）

こ
の
よ
う
に
「
異
端
」

の
語

は
一
七
世
紀

の
諸
著

に
あ

ふ

れ
、
「
正
教
」

「
聖
教
」
と
「
異
端
」

は
文
人

・
士
大
夫

の
思

想
的

立
場
に
よ

っ
て
容
易

に

逆

転
す

る
場
面

が
み
ら
れ
た
。

か
く
も
多
い
「
異
端
」

を
も
た

ら

し
、
「
正

教
」
と
「
異
端
」
の
規
準
を
失
わ
せ
た
原
因
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

二

、

「

異
端

」

の

原
動

力

異
端
追
放
の
失
敗
は
、
儒
教
側

に
弱
点

が
あ

る
た
め
だ
、
こ
の
よ
う
に
考

え
て
異
端
各
派
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
批
判
を
検
討
し
た
儒
学
者
た
ち

が
い
た
。

顧
炎
武
・
王
夫
之
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
思
想
家
黄
宗
羲
（
梨
州
、
一
六
一
〇
―

九
五
）
は
、
敗
戦
と
荒
廃
の
中
で
知
識
人
た
ち

が
切
実
に
尋
ね
て
い
た
「
天
」

の
意
志
、
「
魂
」
の
行
方
と
い
う
問
題

に
儒
家

が
答
え
て
い
な
い
と
考
え

る
。

彼
は
ま
ず
、
天

に
は
「
上

帝
」
と
い
う
主
宰
が
あ
る
の
に
、
儒

家

は

た

だ

「
天
は
理
で
あ
る
」
と
言
う
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
邪
説
が
は
び
こ
る

と
嘆
く
。
「
釈
氏
は
ま
す
ま
す
憚
り
も
な
く
、
天
上
天
下
唯
我
独
尊
の
言
に

縁
り
諸
天

の
説

を
創
り
出
し
た
。
仏
は
そ
の
中

央
に
坐
し
、
諸
天

を
側
に
侍

ら
せ
立

た
せ

る
。
至
尊

の
も
の
を
至

卑
な
る
も
の
の
使
役
に
処
し
て
い
る
。

…

…
天
主

の
教
え

は
、
抑

仏
崇
天

で
あ
り
こ
れ
は
正

し
い

が
、
天
主
の
像
を

立

て
て
そ
の
事
跡

を
記
す

の
は
人
鬼
を
上

帝
に
並
び
た
た
せ
る
も
の
で
あ
り
、

上
帝

を
抹
殺
す

る
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
の
邪
説
は
、
君
子
な
ら
ば
禁
圧
し
て
し

ま
う
が
、
邪
説

が
ど
う
し
て
起

っ
た
か
と
い
う
と

ど
れ
も
儒
者

が
そ
の
発
端

を
開
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
黄
宗
羲
《
破
邪
論
》
上
帝
）
存
在
と
し
て
実
感
し
え

な
い
、
法

則
・
理
論
と
し
て
の
「
理
」
、
士
大
夫

が
自
己

の

生

を
つ
き
つ

め

て
考
察

す
る
時
殆
ど
念
頭

に
浮

ば
ぬ
「
理
」

を
、
お
題
目
の
如

く
「
天
」
の

説
明

に
出

す
の
み

で
は
ど
う
し
て
儒
教
の
「
尊
天

」
が
守
ら
れ
よ

う
か
。
黄

宗
羲

は
人

々
が
宇
宙
の
間

に
、
人
間
の
精
神
活
動

に
、
全
物
質
界

に
、
普
遍

的
存
在

と
し
て
認
め
て
い
る
「
気
」
を
、
「
昊
天

上
帝
」
の
本
質

と

規
定
す
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る
こ

と
に
よ

っ
て
、
超

越
者
の
議
論
で
先

ん
じ
て
い
る
異
教

に
対

抗
し
よ
う

と
し
た

の
で

あ
る
。

「
魂
魄
」

に
つ
い
て
も
彼

は
儒
家

が
「
散
じ
な
い
気

は
な
い
」

と
述

べ
て

死
後
の
世
界

を
語
ら
な
い
か
ら
、
仏
家
の
、
「
無
始
以
来
こ

の
魂

は

常
に
聚

ま
り
、
六
道
を
輪
廻
し
て
展
転
し
て
や
ま
ぬ
」
と
い
う
邪
説
が
広
ま
る
の
だ

と
考
え

る
。

ま
た
、
「
死

に
及
ん
で
魂
（
無
形
の
気
）

が
先
に
去

り
、
魄（

有

形
の
気
）

が
尚

、
残
る
者

が
有
」
り
、
「
魄

が
す
で
に
落

ち

て

魂
が
尚

、
去

ら

ぬ
者

が
有
」

る
と
述

べ
、
道
家
の
「
死
後
避
衰
の
説
」
、
仏

家

の
「
投
胎

託
生

の
説
」

は
、
各

々
、
前
者
と
後
者
を
指
す
も
の
で
、
不
充
分

と
は
い
え

決
し
て

理
由

な
き
暴
論
で
は
な
い
と
説
明
す
る
。

黄
宗
羲

に
と
っ
て

学
問
の
欠
陥
は
亡
国
へ
の
道
で
あ
っ
た
。
彼

は
積

極
的

に
儒
教

を
補

強
し
、
邪
教
に
呑
み
こ
ま
れ
な
い
教
え
に
し
た
い
と
望

ん
で

い

た
。
し
か
し
事
態
は
儒
教

の
い
く
つ

か
の
概
念
を
改
訂
す

る
こ
と
に
よ
っ
て

乗
り

切
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

す
で
に
一
七
世
紀
の
初
頭
、
時
の
礼
部
尚
書
馮
埼
（
琢
庵
、
一
五
五
九
―
一

六
〇

三
）

は
、

士

大

夫

が

名

教

を

桎
梏

と

み

な

し

、

紀

綱

を
贅

疣

と
考

え

る

に

至

っ

た

の

は

、
文

化

の

灑

熟

に

伴

う

趨

勢

で

あ

る

と
述

べ

て

い

る

。
「

人

文

が
隆

盛

に

向

っ

て
以

来

、

士

大

夫

の
習

俗

は
醇

厚

で

な

く

な
り

、
平

常

を

厭

う

よ

う

に

な

っ
た

。

稍

も

す

る

と

美

し

く

繊

細

な

も

の

へ

向

い

、

そ

れ

が

続

く

と

し

だ

い

に

新

奇

な

も

の

に

は
し

り

、

そ

れ

が
続

く

と

し

だ

い

に

詭

わ

り
の
邪
し
ま
な
も
の
に
趨
く
。
」
（
《
皇
明
経
世
実
用
編
》
巻
二
八
、
正
学
疏
）
文
芸

が
興
隆

し
、
人

々
の
関

心
が
新
し
い
方
面
に
向
く
、
こ
の
時
代
精
神
を
馮

埼

は
、
儒
教
擁

護
の
立
場

か
ら
、
異
端
邪
説
の
前
徴
と
み
な
し
て
い
る
の
で

あ

る
が
、
他
方

、
こ
う
し
た
潮
流
を
肯
定
的
か
つ
具
体
的
に
と
ら
え
る
士
大

夫

も
多
か
っ
た
。
周
亮
工
（
櫟
園
、
一
六
一
二
―
七
二
）
は
友
人
の
言
と
し
て
次

の
よ
う
に
述

べ
る
、
「
癸
酉
（
一
五
七
三
年
）
以
後
、
天
下

の
文
治

は

盛
行
に

向
っ
た
。

趙
南

星
・
顧

憲
成

・
鄒
元
標
・
海
瑞
の
道
徳
節
操
、
袁
黄
の
窮
理
、

焦
■
の
博
物
、
董
其
昌
の
書
画
、
徐
光
啓
・
リ
ッ
チ
の
暦
法
、
湯
顕
祖
の
詞

曲
、
李
時
珍

の
本
草

、
趙
宦
光
の
字
学

、
さ
ら

に
時
氏

の
陶
器
、
顧
氏
の
冶

金
、
方
氏
・
程
氏

の
墨

、
陸
氏

の
研
磨
、
何
氏
の
印
刻
、
こ
れ
ら
は
皆
、
昔

の
作
者
と
比

べ
て
全
く
遜
色

が
な
い
。
」（
周
亮
エ
《
因
樹
屋
書
影
》
巻
一
）

儒
教
を
教
養
と
し
て
育

っ
た
明
末
清
初
の
士
大
夫

は
、
も

は
や
経
学
を
唯

一
の
知
的
対
象

と
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
等
は
、
既
存
の
儒
教
体
制
と

の
摩
擦

を
避

け
る
た
め
「

経
世

致
用
」
「
開
物
成
務
」
の

ス
Ｊ
Ｉ

ガ
ン

を

掲

げ
は
し
た
が
、
道
学

者
の
非

難
を
も
の
と
も
せ
ず
、
関
心

の
赴

く
ま
ま
諸
学

に
打

ち
こ
ん
だ
。
そ
の
最
も
著
し
い
特
徴
は
、
文
人

が
「
文
」

の
世
界

か
ら

脱
け
出

て
、
「
制
作
之
工

巧
」
「
測
算
之
法
度
」
等
、
従
来
職
匠
技
芸

の
類
と

言
わ
れ
て
き
た
実
用
の
科
学

に
勤
し
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
東
省
で
満
州
族
の
南
下
防
止
に
当
っ
た
王
徴
（
良
甫
、
一
五
七
一
―
一
六

四
四
）
は
「
力
芸
」
応
用

に
よ

る
「
巧
器
」
の
作
成
に
際
し

て

文
人

仲
間

に

言
う
、
「
学
問

と
は
も
と
も
と
精
粗

を
問
わ
ず
総
じ
て
世

の
人
に
役
立

つ

こ

と
を
期
す
も
の
で
す

。
ま
た
、
中
華
、
西
洋
を
問
わ
ず
、
総
じ
て
天

に
た
が

わ
ぬ
こ
と
を
期

す
も
の
で
す
。
こ
こ

に
記
録
し
た
も
の
は
、
技
芸
末
務
に
属



す

こ

と

で

す

が

、

実

に

民

生

日

用

に

有

益

で

す

。

国

家

の

振

興

は

火

急

を

要

し
ま
す
。
も
し
〔
孔
子
の
言
わ
れ
た
、
君
子
ハ
〕
『
器
ナ
ラ
ズ
』
の
説
を
執

っ

て

、

〔

私

の

書

い

た

〕

こ

れ

を

卑

し

む

と

す

れ

ば

、

〔

そ

の

同

じ

〕

尼

父

が

《

易

》

繋

辞

伝

で

ど

う

し

て

さ

ら

に

『

備

物

致

用

、

成

器

ヲ

立

チ

テ

以

テ

天

下
ノ
利
卜
成
ス
、
聖
人
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
莫
シ
』
と
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
」
（
■
玉
函
=
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｚ
・
王
徴
《
遠
西
奇
器
図
説
録
最
》
序
）
王
徴
の
上
司
で

礼
部
尚
書
の
徐
光
啓
（
文
定
、
一
五
六
二
―
一
六
三
三
）
も
同
じ
く
「
備
物
致

用

」

の

一

節

を

引

用

し

た

後

に

言

う

、

「

器

は

形

而

下

の

も

の

で

は

あ

る

が

世

の

た

め

に

ぜ

ひ

必

要

な

の

だ

。
」

（

徐

光

啓

《

泰

西

水

法

》

序

）

国

家

・

世

人

に

役

立

つ

こ

と

を

「

聖

」

「

正

」

の

基

準

に

し

て

ひ

と

た

び

伝

統

の

学

問

を

ふ

り

返

れ

ば

、

儒

家

は

「

実

効

」

の

点

で

、

又

、

そ

れ

を

支

え

る

「

用

法

」

の

点

で

も

欠

陥

を

露

呈

し

て

い

た

。

「

敬

天

授

民

」

の

た

め

百

万

部

以

上

印

刷

し

て

い

た

「

暦

」

は

、

碩

学

王

夫

之

が

「

西

洋

新

暦

」

を

、

「

西

夷

の

新

法

で

認

め

て

良

い

も

の

は

遠

近

測

法

の

一

術

だ

け

で

、

そ

の

他

は

皆

中

国

の

緒

余

を

剽

み

取

っ

た

」

と

酷

評

し

、

政

府

に

も

「

朝

臣

で

あ

り

な

が

ら

西

暦

を

学

ぶ

と

は

、

異

端

を

良

し

と

す

る

の

も

度

が

す

ぎ

る

で

は

な

い
か
。
」
（
孫
承
沢
《
学
典
》
巻
二
九
）
と
い
う
声
が
出
た
が
、
「
西
法
」
は
「
旧

法
」
を
凌
ぐ
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
中
華
を
寇
か
ら
防
ぐ
「
火
器
」
は
、
「
近

頃

購

入

し

た

西

洋

大

銃

が

精

巧

堅

牢

で

遠

く

に

命

中

し

猛

烈

無

敵

」

（

陽

若

望

＝
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
　
・
焦
勗
《
火
攻
撃
要
》
巻
上
）
で
あ
り
、
「
西
術
を
徹
底
的
に
用
い
て

の
み
敵
に
克
つ
こ
と
が
で
き
る
」
（
徐
光
啓
《
増
訂
徐
文
定
公
集
｝
巻
三
）
と
の

上

奏

文

が

出

現

し

た

。

こ

れ

に

ひ

き

か

え

「

中

法

」

は

「

制

度

は

と

と

の

っ

て

い

る

け

れ

ど

も

ご

た

ご

た

と

無

駄

が

多

く

、

刊

行

さ

れ

た

記

録

は

多

い

が

実

効

は

少

い

」
（
《

火

攻

挈
要

》

一
六

四

三

年

焦

勗
自

序

）

と

批

判

さ

れ

た

。

そ

の

他

「
築

城

」
「

築

堤

」
「
測

地

」
「
灌

水

」
「
視

学

」

等

、

「

世

用

に

切

実

」

な

「
学

術

」

に

お

い

て

も

そ

の

基

礎

と

な

る

「
象

数

」
（

数

学

）

や

「

力

芸

」

（
力
学
）
は
中
華
で
は
「
漢
代
以
来
」
「
二
千
年
も
廃
絶
さ
れ
」
（
徐
光
啓
《
幾

何
原
本
》
序
）
て
お
り
、
ひ
た
す
ら
孔
子
の
教
え
を
学
問
と
し
て
き
た
た
め
に
、

第

一

歩

か

ら

学

ば

ね

ば

な

ら

な

い

。
「

西

学

」

派

の

士

人

た

ち

は

焦

り

を

隠

さ

な

か

っ

た

。

儒

家

を

指

導

者

と

し

て

き

た

中

国

の

学

問

方

法

よ

り

も

、

異

端

の

徒

が

伝

え
る
新
法
の
ほ
う
が
、
む
し
ろ
社
会
の
安
寧
―
―
こ
れ
こ
そ
儒
教
の
理
念
で

あ
る
―
―
に
役
立
つ
、
先
儒
の
唱
え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
開
物
成
務
」
「
経
世

済

民

」

は

、

国

教

の

朱

子

学

に

よ

っ

て

よ

り

も

、

異

教

を

信

ず

る

外

夷

の

文

化

に

よ

っ

て

達

成

さ

れ

る

。

こ

の

発

見

が

「
正

教

」
「

異

端

」

の

垣

根

を

取

り

払

う

の

に

い

か

に

大

き

な

力

と

な

っ

た

か

。

私

た

ち

は

そ

の

証

例

を

一

七

世

紀

の

文

人

・

士

大

夫

の

文

集

に

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

中

華

の

滅

亡

、

異

民

族

の

武

力

支

配

、

そ

れ

に

伴

う

殺

戮

、

流

離

、

投

獄

と

い

っ

た

苦

難

の

時

代

に

、

士

大

夫

た

ち

は

、

自

身

の

知

的

関

心

を

満

た

す

た

め

、

自

由

に

異

教

の

書

を

読

み

、
「
儒

内

の

異

端

」

陽

明

学

を

学

び

、

外

夷

の

実

学

を

験

し

た

。

同

一

人

が

複

数

の

異

端

に

影

響

を

受

け

た

例

も

珍

し

く

な

い

。

彼

等

は

、

刻

刻
と
変
る
自
分
の
環
境
、
位
置
に
応
じ
て
、
或
い
は
剃
髪
し
て
当
局
か
ら
逃

れ
、
或
い
は
天
主
堂
を
訪
ね
、
ま
た
或
時
は
城
郭
を
築
き
、
或
時
は
灌
漑
に

努

め

、

或

時

は

戦

斗

を

指

揮

し

た

の

で

あ

っ

た

。



一
七
世
紀
の
異
端
論
争
は
、
黄
宗
羲
が
《
破
邪
論
》
に
記
し
た
如
く
、
儒

教
の
世
界
観
・
死
生
観
に
弱
点
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
よ
り
は
、

儒
教
の
学
問
方
法
で
カ
バ
ー
し
切
れ
な
い
多
く
の
分
野
が
出
現
し
た
た
め
、

士
大

夫
た
ち

の
儒
教
至
上
主

義
に
ひ
ず

み
が
生

じ
、
陽
明
学
や
異
教
を
ば
ね

と
し
た
思
考
模
索

が
表
面
化

し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
黄
宗
羲

の
「
上
帝
」
・
「
魂
魄
」
の
概
念
訂
正
、
呂
留
良
の
八
股
文
追
放
の
提
案
、
王

夫
之
の
経
書
解
釈
等
、
儒
教
の
裡
に
止
ま
っ
た
上
で
の
改
革
努
力
は
「
異
端
」

の
奔
流
を
押
し
と
ど
め
る
力
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

私
た

ち
は
、
儒
教

の
枠
外

に
儒
教

理
念
の
実
現

が
あ

っ
た
こ

と
を
見
て
き

た
。
そ

の
背
景

に
は
人
々
の
関
心
が
「
形

而
下

の
気
」
即

ち
「
器
」

に
移
り

「
開
物
成
務

」
「
経
世
致
用
」
へ
の
要

求
が
文

人
・
士
大
夫

の
間

に
高

ま
っ
て

き
た

と
い
う
事
実
が
あ
る

。
中

国
思
想
に
お
け
る
伝
統
的
な
「
気
一
元
論
」

は
、

一
七

世
紀
に
お
い
て
は
、
認
識

と
存
在
の
両
面

で
儒
教

の
諸
問
題

を
解

明

す
る
前
提
で
あ

っ
た
と
共

に
、
ひ

と
り
ひ

と
り

の
「
生
」

の
あ
か
し
と
し

て
中
国

人
の
内
面

を
支
え

る
観
念
で

あ
っ
た
こ

と
は
、
す

で
に
述

べ
た

（
本

書
、
第
三
号
）
。
し
か
し
更
に
一
歩
進
め
て
、
儒
学
の
範
疇
で
と
ら
え
切
れ
ぬ

新
し
い
分
野

が
「
異
端
」

を
飛
躍

さ
せ
た
こ

の
時
期

に
、
「
気
」

は

あ
い

か

わ
ら
ず
伝
統
的

な
「
気
」

た
り

え
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

三

、

気

の

変

質

「
形

而
上

の
気
」

即
ち
「
道
」

よ
り

も
「
形
而
下
」

の
「
器
」

が
重
視
さ

れ
る
分
野
で
「
気
」

は
ど
の
よ
う
に
使
用

さ
れ
て
い

る
だ

ろ
う
か
。
明
末
の

科
学
者
宋
応
星
（
一
五
八
七
―
一
六
五
〇
？
）
は
火
器
に
関
し
て
次
の
よ
う
に

述

べ
て

い

る

。
「
火

薬

は
消

石

、

硫

黄

を
主

成

分

と

し

、
草

木

の

灰

を

補
助

と

す

る

。

消

石

の
性

質

は
陰

の

極

端

な

も

の

で
反

対

に

硫
黄

の
性

質

は
陽

の

極

端

な

も

の

で

あ

り

、

こ

れ

ら

陰

陽

二

つ

の
不

思

議

な

物

が
少

し

の
隙

も

な

く

い

っ
し

ょ

に

な

っ
て

い
る

。

そ

れ

が

飛

び
出

し

、

人

が
そ

れ

に

あ

た

る
と

身
も
心
も
飛
び
散
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
る
。
」
〔
藪
内
清
氏
の
訳
文
に
よ
る
〕
（
宋

応
星
《
天
工
開
物
》
兵
器
）
「
炮
声
は
何
か
ら
出
る
の
だ
ろ
う
か
。
陰
陽
の
二
気

が
消

石

、

硫

黄

を
結

合

さ

せ
て

い

る

。

こ

の
両

者

は

も

と

も

と
質
〔
量

〕
が
あ

っ
て

質

〔
量

〕

が

な
い

、
い

わ

ゆ
る

神

物

で

あ

り

、

火

と

出

あ

う

や
否

や
虚

に

還

っ
て

離

れ

去

ろ

う

と
す

る

。
そ

の

勁

さ

は
石

筍

も

弓

矢

も

比

べ

も

の

に

な

ら

ず

、

と

も

に
あ

わ

た
だ

し

く

虚

空

静

気

と

衝

突

し

て

広

が
る

が

、

そ

の

ス

ペ

ー

ス

が
な

く
、

そ

の

た

め
響

き

は

こ

の

時

に

最

高

と
な

る

の

だ

。
」
（
宋

応
星
《
論
気
》
気
声
八
）
宋
応
星
は
陰
陽
五
行
の
気
に
よ
っ
て
物
質
の
属
性
を

説

明

す

る

が
、

そ

の
物

理

現

象

・
化

学

変

化

に

つ
い

て

は
天

の

意

志

を

強
調

せ
ず

観

察

に

神

秘
性

を

付
与

し

な

い
。

火

器

製

造

を
指

揮

し
、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

人

の

諸
学

を

高

く
評

価

し

て

い

た

徐
光

啓

は

、
「

農

器

」

と

し
て

推

奨

す

る

ポ

ン

プ

（

玉

衡

、

恒

升

）

の

原

理

を

述

べ

る

、
「
天

地

の
間

、
悉

く

空

の

場

所

は

な

い

。

気

と

水

の

二

行

の

交

わ

る

と

こ

ろ
間

隙

は

な
い

。
こ

れ

を
気

の

法

と
言

い

、

水

の

理

と

言

う

。

お

よ

そ

、
用

水

の
技

術

は
み

な
こ

の

一

語

を

本
領
と
す
る
。
」
（
徐
光
啓
《
泰
西
水
法
》
）
僚
友
王
徴
も
ま
た
「
力
芸
」
（
力
学
）

の

必

要

を

説

く

、
「

力

は
気

の
力

で

あ

り

、

力

の

量

で

あ

る

、

た

と

え

ば
水

力

、
馬

力

、

人

力

、

風

力

等

。

又

、
〔
力

は
〕

力

を

用

い

、
加

え

る
こ

と
で



も

あ

る

。

た

と
え

ば
馬

力

・
水

力

・

風

力

を

用

い

る
等

。

芸

と

は

、

力

を
用

い

る

の

に

適

し

た
方

法

や
道

具

が
な

ぜ

省

力

に

な
り

、

力

を

善

用

す

る

か

と

い
う
説
明
の
総
称
で
あ
る
。
」
（
《
遠
西
奇
器
図
説
録
最
》
巻
一
）

こ

れ

ら

の

、
空

気

や
力

で

あ

る
「

気

」

は
、

計

測

の

対

象

で

あ

り

、
「

器

」

の

使

用

を

目

的

と

し

て

い

る

。

異

端

論

争

で

関

心

を
あ

つ

め

た
天

の

主

宰
や

人

の

精

神

の

エ
レ

メ

ン

ト

と

し

て

の

気

で

は

な

い

。
「
天

地

鬼

神

万

物

」
「
我

の

霊

明

」

を

一

気

が
貫

い

て

い

る

と
い

う

一
七

世
紀

の
気

一
元

論

に
比

し

て

、

「
測

量

・
計

算

」

の

た

め
の

無

機

物

に
限

定

さ

れ

、

神

秘
性

を

は

ぎ

と

ら

れ

た
「
気
」
の
例
は
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
学
輸
入
に
尽
力
し
た
士
大
夫
た

ち

の

作

品

に

多

い

。
「

雷

に

は
二

つ

の

も

の

、
即

ち

稲
光

と
音

響

と

が

あ

る

。

…
…
耳
は
ゆ
っ
く
り
音
響
を
受
け
る
の
に
眼
は
先
に
光
を
受
け
る
。
そ
れ
は
、

お
そ

ら

く
音

が
空

を

わ

た

る
場

合

に

は
気

に

阻

ま

れ

て

遅

く

な

る

が
光

の

場

合

に

は

気

に

さ

え

ぎ

ら

れ

な

い

の

で

速

い

の

で

あ

ろ

う

。
」
（
金

尼
閣
＝
Ｔ
ｒ
ｉ
-

ｇ
ａ
ｕ
ｌ
ｔ
、
韓
雲
、
王
徴
《
西
儒
耳
目
資
》
列
辺
正
譜
問
答
）
「
形
象
だ
け
を
有
し
、
聚

散

す

る

こ

と

が

で
き

、
分

割

可

能

で

あ

る
の

は
、
形

而
下

の

物

だ

け

で

あ

る
。
」

（
温
古
子
《
儒
教
実
義
》
物

）

「

神

体
」

に

属

す

る

「
霊

魂

」

と

は
全

く

別

体

の
「

質

料

」

と
い

う

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

イ

エ

ズ
ス

会

士

の

物

質

概

念

が
士

大

夫

た

ち

に
そ

の

ま

ま
受

容

さ

れ

た

と

は

い

い

が
た

い

。

し

か

し

、

士

大

夫

た
ち

の

需

要

が
「

形

而

下

の

器

」

へ
向
い
て
い
た
時
、
巧
器
、
巧
法
を
も
つ
遠
西
の
学
者
が
提
起
し
た
「
気
」
の

定

義

は

幾

つ

か

の
反

響

を

呼

び

お
こ

し

た

。

ま

ず

、
中

国

の
為

政

者

が

「
陰

気

」

の

盛

ん

な

徴

候

と

し

て

恐

れ

た
日

・
月

食

等

の

現
象

を
、

従

来

よ
り

正

し

い

観

測

・

計

算

に

よ

っ

て

正

確

に

予

報

し

、

気

が

天

の

怒

り

を

表

わ

す

と

い

う

感

応

説

を

お

さ

え

る

効

果

が

あ

っ

た

（

康

煕

時

代

に

代

る

と

《

清

朝

実

録

》

の

日

食

記

事

は

冷

静

さ

を

増

し

て

来

る

）
。

次

に

「
春

分

」

の

儀

式

の

一
つ
で
あ
っ
た
「
侯
気
」
―
―
宮
殿
内
の
小
溝
に
、
熱
湯
の
蒸
気
を
通
し
、

春
分
到
来
を
告
げ
る
気
で
あ
る
と
称
し
た
（
G
r
e
s
l
o
n
《
Ｌ
’
Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｉ
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
》
ｃ
ｈ
．
６
）
ー
ー
を
迷
信
と
し
て
廃
止
し
、
欽
天
監
の
行
事
か
ら
占
い
の

部
分
を
除
い
た
。
更
に
瞿
式
耜
（
一
五
九
〇
―
一
六
五
〇
）
を
は
じ
め
、
数
人

の

士

大

夫

が

「

物

は

賤

し

く

、

人

は

貴

い

」

と

い

う

、

イ

エ

ズ

ス

会

士

の

主

張

を

認

め

て

、
「

霊

魂

」

と

、
「

物

質

」

を

区

別

す

る

よ

う

に

な

っ

た

、

等

で

あ

る

。

こ

う

し

た

「
気

」

の

変

質

は

許

し

が

た

い

と

反

発

し

た

人

々

も

あ

る

。

「

天

学

邪

党

の

《

代

疑

篇

》

を

参

照

す

る

と

、

冒

頭

に

、

こ

う

言

っ

て

い

る

。

気

に

は

知

覚

が

な

く

理

は

霊

材

で

は

な

い

。

も

し

気

の

為

す

ま

ま

に

任

せ

た

ら

天

地

雲

霧

は

盈

虧

や

順

序

が

ば

ら

ば

ら

に

な

る

。

ど

う

し

て

よ

ろ

ず

皆

不

揃

に

な

っ

て

よ

い

だ

ろ

う

か

。

…
…

〔
邪

党

は

〕

気

こ

そ

が

万

霊

を

具

え

た

元
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。
」
（
釈
行
聞
《
抜
邪
略
引
》
、
《
原
道
闢
邪
集
》

下

）
「

い

っ

た

い

〔
リ

ッ

チ

の

〕
教

え

は

、

天

主

を

称

え

て

、

風

雲

雷

雨

陰

陽

、

寒

暑

は

皆

天

主

が

作

り

、

維

持

す

る

、

と

い

う

。

天

主

が

ま

だ

い

な

い

と

き

に

も

そ

れ

ら

が

あ

っ

た

こ

と

を

知

ら

な

い

の

だ

ろ

う

か

。
」
（
《

皇
朝

経
世

文
編

》

巻
六
九
、
改
天
主
堂
為
天
后
宮
碑
記
）

し

か

し

士

大

夫

た

ち

の

「
器

」

の

要

求

が

強

烈

で

「
人

は

器

の

こ

と

ば

か

り

話

す

、

そ

の

製

作

技

術

を

掠

め

、

そ

の

測

算

の

法

度

を

こ

っ

そ

り

述

べ

る



の

み

」
（
利

安
当
＝
Ｓ
ａ
ｎ
ｔａ
-Ｍ
ａ
ｒ
ｉａ
《
天

儒
印
》
一
六
六
四
年
魏
学
渠
序
）
で

あ

っ

た

間

は

「
造

物

の
材

料
」

と

し

て

の

「

気
」

の

見

直

し

は
活

発

に
行

わ

れ

た

。

士

大

夫

た

ち

ぱ
「
形

而
下

の

気
」

を

踏
切

板

と

し

て

新

た
に

諸

科

学

へ
踏

み

込

も

う

と

し

て

い

た

。
理

論

科

学

と

い

わ

れ

る
数

学

・
論

理

学

も

視

野

の

中

に

入

っ
て

い

た

。

問

題

は

、

こ

う

し

て

「
気

」

の

変

更

を

進

め
て

行

け

ば
行

く

ほ

ど
、
「
気

の
一
元
論
」
と
い
う
共
通
認
識
―
―
士
大
夫
に
と
っ
て
一
種
の
安
全
弁
た
り

え
た
―
―
か
ら
の
逸
脱
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
士
大
夫
た
ち
が
無
機
物

の
「
器
」
の
研
鑚
を
積
む
こ
と
は
、
清
朝
（
一
六
四
四
―
一
九
一
一
）
当
局
に

と

っ

て

は

政

権

転

覆

に
結

び

つ
き

う

る

「
奇

技

淫

巧

」

で

あ

っ

た
。

さ
ら

に

、

「
気

」

の
無

知

覚

と

い

う

定

義

を

受

け

い

れ

て

「
太

極

・
上

帝

・
鬼

神

」

を

無

能

と
決

め

つ

け

る

こ

と

は

、
士

大

夫

と

し

て

の
精

神
形

成

を
放

棄

す

る
も

の

で

あ

っ

た
。
「

気

」

の

変

質

は

貫

徹

さ

れ
得

ず

、
清

代

の

思

想

家

、

顔

元

（
一
六
三
五
―
一
七
〇
四
）
戴
震
（
一
七
二
三
―
七
七
）
へ
と
、
そ
の
研
鑚
は
委

ね

ら

れ

た

の
で

あ

る
。

（
１
）
　
溝
口
雄

三
教

授
は

、
近
著
《
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
》（
東

大
出
版

会
）
で
「
儒
老
仏
の
弁
際
を
明
確
に
し
老
仏
の
異
端
を
世
間
法
の
外
に
別
在
さ

せ

る
こ
と

に
よ
っ
て
儒

の
世
間
内
に

お
け
る
正
統
性
を
留
保
」
し

よ

う

と

し

た
「
東
林
派
人
士
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
人
倫
を
遺
棄
し
山
林
に
独
修
す
る
出

世
間

の
異
端

は
む
し

ろ
御
し

や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
よ
り

す
れ
ば

儒
の
立
場

に
立
ち
な
が
ら

仏
学

を
義
疏
と
し
て
こ
れ
を
世
間
内
に
と
り

こ
む
こ

と
に
よ
っ
て
既
存
の
綱
常
の
自
己
否
定
的
な
刷
新
を
は
か
る
耿
・
焦
・
楊
・
周

氏
ら
の
い
わ
ゆ
る
無
善
無
悪
派
は
、
儒
の
立
場
に
あ
る
ゆ
え
に
か
え
っ
て
危
険

な
存
在
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
（
九
ニ
―
九
三
頁
）
と
指
摘
さ
れ
、
荒
木

見
悟
氏
は
「
陽
明
心
学

」
の
「
無
的
深
化

」
を
次
の
よ
う
に

見

る
。
「
心
学
そ

の
も
の
の
、
本
来
具
有
す
る
自
由
な
自
己

探
求

の
精
神

が
、
原

陽
明
学
を
基
点

と
し
て
、
自
ら
の
体
質
を
変
化
さ
せ
つ
つ
、
は
か
り
知
れ
ぬ
発
展
を
と
げ
、
或

い
は
儒
学
そ
の
も
の
の
多
彩
な
分
派
と
な
り
、
或
い
は
仏
教
心
学
触
発
の
機
縁

と
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ

ろ

う
。」
（
《
竹
窓
随
筆
》
の
解
説
、
一
八
頁

、
明
徳

出
版
社
）

（
２

）
　
王

守
仁
（
陽
明
）
は
人
が
生
来
備
え

て

い

る

判
断
能

力
「
良
知
」
こ
そ
が

「
聖
」
な
る
道

を
示
す
も
の
で
「
異
端
」
と
は
こ
の
「
良

知
」
に
背
く
こ
と
と

す
る
。
人
間
の
主
体
性
の
確
立
を
め
ざ
し
た
新

な
心
学

は
儒
教
内
外
に
影
響
を

与
え

る
が
、
山
井
湧
教
授
の
指
摘
に
よ

れ

ば
、
「
良
知
」

の
具
体
的
な
発
揚
だ

る
「
致
良
知
」
は
、
す

で
に
陽
明
自
身

が
そ
の
多
義
を
意
識
し
て
い
な
い
。
（
山

井
湧
《
「
心
即
理
」
「
知
行
合
一
」
「
致
良
知
の
意
味
」
―
―
陽
明
学
の
一
性
格
》

日
本
中
国
学
会
報
第
二
二
集
）

（

お
か

も

と

・

さ
え

、

中

国

思

想

史

、
千

葉
大

学

助

教

授

）
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